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第３回 NARENKAI マジ編（2014.3.6-3.14）レポート	 

 
昨年に続き第３回 NARENKAIマジ編が開催されました。開催の概要は、以下の通り
です。 
 
名称	 ：	 NARENKAI Spring Session （俗称：マジ編） 
期間	 ：	 2014年	 3月 6日～14日（基本日程） 
場所	 ：	 Soar Narromine	 http://www.soarnarromine.com.au/index.htm 
 
	 フライトトレーニング，ブラッシュアップ，久しくソロに出ていない人，またクロ

スカントリーフライトをエンジョイしてみたいという方に来て頂き、ちよっとマジに

飛びましょうと言う企画です。勿論、夜はフライトの話，昔話，よもやま話で盛り上

がりました。今年の参加は、昨年に引き続き、Nob、Kadz、Hiroshi、そして初参加
の Chiakiの４名でした。 
 
Nob（堀崎）さん：3月 9日-3月 14日 
Kadz（半田）さん：3月 6日-3月 14日 
Chiaki（佐藤）さん：3月 10日-3月 13日 
Hiroshi（市川）：3月 10日-3月 14日 
 

 
左から Kadz、Chiaki、Shinzo、Nob、Hiroshi 

 



 
 

NOB（東工大 OB・午年生まれのシルバーパイロット）	 

NARENKAIマジ編参加３回目。 
初回	 ：単座ソロ（グライダー初ソロ）をめざす 
２回目：単座ソアリング 
３回目：今回は２時間のソアリングをめざす。 
さて今年の成果は？ 
目標達成できました。２時間ソアリング。２時間ぴったり。信三さんに「２時間ぴっ

たりとは、デジタル人間らしい。」と茶化されましたが。 
フライトの状況はといいますと。 
９日	 ：DAY1	 休憩（後述） 
１０日：DAY2	 0+45（ASK21、信三さん後席） 
１１日：DAY3	 0+20（ASK21、他に複座利用のお客さんがあり、私がそのままソ
ロで、以降 ASK21） 
１２日：DAY4	 0+30 
１３日：DAY5	 2+00（max 8,100ft） 
１４日：DAY6	 1+20（max 5,200ft） 
今回の目標は２時間のソアリング。はじめはサーマルをつかむのに四苦八苦の二日間

（と言っても二三十分のことですが）でした。信三さんに離脱高度をしっかり取った

らいいのにと言われていましたが、曳航中サーマルに入りこれをつかめばと離脱しま

したが、つかめずあえなく沈。DAY5以降はしっかり高度をとってから（AGL3,000ft
以上）離脱。やはり高度は味方です。ゆとりを持ってサーマル・サーチができたよう



です。 
周辺に他のグライダーがいなかったのも自分にゆとりができたと思います。ダボ

（40km東）の方のシャワーがどう動いてくるかも確認しながら飛べました。結果と
して、ひとりで２時間のフライトができました。そして自分でも驚きますが、それな

りに余裕を持って行動できたと感じます。最終日、撤収時刻を考えてフライト終了。

あまりよい気象状況ではありませんでしたがもっと飛べたでしょう。ということで、

それなりにゆとりと自信のフライトができつつあります。獲得高度 1,000mが達成で
きました。さらにシルバーをめざします。 
皆様のご支援に感謝いたします。 
さて DAY1（休憩・後述）の件。体調管理のことです。 
いわゆる疲れからくるもの。そしてメンタルの不調について。シドニーへのフライト

は、どの航空会社を使っても夜行便です。昨年は直ちに DAY1のフライトでしたが、
今年は休憩。シドニーへの機内は暑かった。冬衣装は機内で夏衣装に着替えましたが。

シドニー空港乗り換え時間４時間弱。大きな空間なのに空調が効いている。地元人は

平気な顔。寝不足の身にはつらい。ということで、今日のフライトは止めることに。

古来稀なりを超えたのは、すでに過去。干支も回って７回目ともなれば体調管理は万

全でも、その場、その場で判断することが必須。他に迷惑をかけないためにも。 
メンタルの不調とは。岡潔（数学者）さんの著書「春宵十話」であったか「紫の火花」

にありました。よい仕事が出来る時は、体は疲れていても頭の回転はしっかり回る。

頭の回転が悪い時はフィジカルな体調も悪い。おおざっぱに言うとこういう感じのこ

とです。今回は疲れだけではなく、なんとなくこういう感じがありました。それで休

憩をしたわけです。 
「日本の生活」を「ナロマインの生活」にスムーズに切り替える。KADZさんは、ヴ
ェトナム経由でヴェトナム見物をしてからのナロマイン入りでした。リタイア人間で

も、生活の切り替えは意義があるということでしょう。 
皆さん、来年もよろしくお願いいたします。 
 
Kadz	 

連日天候に恵まれ充実したフライトの日々でした。ただ日焼け止めを忘れたのでアッ

トいうまにボロボロになってしまいました。また昨年より気温湿度ともに高い感じで、

水分補給が２倍程度でした。期待通りに心身ともに健康にリフレッシュだけでなく、

フライトのほうも８時間以上、複座も加えると昨年と同じ計 10 時間飛べてハッピー
でした。  
離着陸が課題でしたが終盤の３日は、余裕をもって安定してきたと思います。これも

Shinzo さんのご指導よるところです。これらは注意や日頃の会話から得られるヒン



トを自分のものにしていくものですが、まだまだ自分では気づかないヒントが多くあ

ると思えるのが残念。 
フライトでは 3/13 は条件もよく、離脱後一気に 8000ft 以上まで上昇、Dubbo や
Trangieの見え方が 6000ftとは異なる点も実感できました。北方向の 10km/15kmを
確認し、2 時間を超えて 17 時近くなったので余裕をもってきれいなアプローチ、着
陸を心がけて終えました。 
空(昼も夜も)や空気や日光といった自然と Narenkai メンバーに恵まれ、個々の目標
を持って楽しめます。体力や視力を維持して次回をいまから楽しみにしているところ

です。 
皆さんもぜひ参加してみませんか。 
 
Chiaki	 

今回初めて Narenkaiに参加させて頂きました． 
３月１０日到着で１３日発というタイトなスケジュールでしたが大変楽しみました． 
１１日に，Shinzo さん秘蔵の Nimbus4DM に登場しました．もちろん私は後席で

Shinzo さんの秘儀を観察しているのが主なタスクでしたが，一部操縦もさせて頂き
ました． 
モーターグライダーの登場が初体験なので，Nimbus の離陸および上昇は，”煩いく
せになかなか上昇しない”といった印象でした．エンジンを止めないうちに Shinzo
さんがサーマリングを開始したので，”なるほど，リトラクタブルのモグラはこうや

って上昇するんだ！”と勝手に理解しました．以前からの思い込みは，動力で十分上

がってからソアリングに切り替える，という 
ものでしたが，実は違うのね．こう書くと，なんだか Nimbusに否定的な書きぶりで
すが，真意は全く逆で，やはり自力発行は素敵だな！というのが偽らざる感想です．

いや本当． 
オープンクラスというと，スパンが大きいのでロールさせにくいのではないかという

先入観がありますが，これは間違いですね．確かに積分的な挙動はありますが，結構

クイックにロールしてくれます．Shinzoさんが操縦すると，スコンと軽やかに 
ハイバンクに入るので，上手い人には全く違和感ないのでしょう． 
一方，ラダーは不思議なぐらい重く，おそらくＩＵＬの１０倍ぐらい重いのではない

でしょうか？効きが悪いのではなく，重いのはちょっと不思議な感じがします． 
L/Dの高さを実感したのは，トランギの辺りから入ったファイナルグライドで，かな
り飛ばしましたが，ちゃんと帰ってきました．このあたりはさすがだと思います． 
いずれにせよ，オープンクラスの機体に登場するなど，めったにできない体験なので

大変参考になりました． 



それと，今回は Shinzo さんの操縦をじっくり観察するチャンスがあったので，自分
の判断と Shinzo さんの選択にどのような異差があるか，確認できました．結論は，
Chiakiはちょとリフトがあると軽挙妄動で回り始めるが，Shinzoさんはきちんとサ
ーマルをサーチしてから回り始める，というのが大きな違い，ということです．Shinzo
さん曰く，｢Chiakiはサーマルの縁で回っている｣，ごもっともです．．． 
話は変わりまして，残りの日はグランドサービスを楽しみました．それと，Ｎob さ
ん，Ｋadzさん，Ｈiroshiさんと御一緒できて，大変楽しかったです．皆さん大先輩
なので私のような若輩者が御一緒させて頂くのはおこがましいのですが，フレンドリ

ーにして頂いて本当にありがとうございます． 
次回は，きちんと減量してから参加させていただきますので，よろしくお願いいたし

ます．それと，Ｈiroshiさん，Narenkaiアメリカ編の計画も，Shinzoさんの御指導
の下，策定したいと思いますので，よろしくお願いいたします． 
 
Hiroshi	 

今年で３回目の Narekai 参加となりました。最初はナロマインにいることだけでス
トレス解消になっていました。Discusが帰ってくるのを２、３時間待っている時も、
ナロマインではとても楽しくリラックスできる時間でした。 
また、Shinzo ゲストハウスでビールを飲みながら、様々な分野で活躍している方々
との会話は、大変楽しく時間が経つのを忘れます。会話の中で Shinzo さんは、日常
の中にも飛ぶこととの関連を見つけ出し、次に飛ぶ時のヒントとなるアドバイスをく

れます。教えることを仕事としている身として、とても参考になります（実践は難し

いですが）。 
１回目で 20年ぶりにソロに出て、２回目ではあこがれのスタンダードクラス Discus
でソアリング、回を重ねるごとに飛ぶことに欲が出てきました。３回目の今回は、５

日間という短期間でしたが、目標はシルバー（５時間、５０Km）です。 
結果は、2 日目から Discus でフライト、最長フライト４時間１４分、距離はトライ
しませんでしたが４０km程度でした。総飛行時間は５日間で１０時間強でした。目
標は達成できませんでしたが、ナロマインの５日間はリラックスし、充実した時間を

過ごすことができ、大満足です。 
皆さんも、ぜひ来年はご一緒しましょう。短い期間でも十分楽しむことができます。 
 
追伸：先輩の市川博一さんがグライダーに復帰され、メーリングリストに「3 月 23
日(日)は板倉で、ARCUS-T によりコンバージェンスで飛んでいるうちにウェーブも
出てきて、548㎞飛んでしまいました。」という投稿がありました（投稿の趣旨は高々
度飛行の危険性ですが）。今の私には想像もできない飛行ですが、こんなことができ



るグライダーは、ほんとうにすごいと思いました。博一さん一度、ご一緒させていた

だき経験させてくださいね。 
 

 

 


